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≪職員異動のお知らせ≫ 

お世話になりました 

  小山  歩 
（長命ヶ丘市民センターへ） 
 

鈴木 智世子 
川原田 義春 

（水の森市民センターへ） 
   

 南中山市民センターは大規模改修工事のため、令和 3年 11月 1日（月）

より休館いたしました。11 月 25 日（木）より、泉区中央市民センター

内の仮事務所に移転し、業務を行っております。 

休館中ではございますが、出前講座等の開催や、電話でのお問い合わせ

等の業務を行います。 

 休館期間は令和 4年 11月までを予定しておりますが、詳細が確定次第

あらためてご案内をいたします。 

 地域の皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い

致します 

 
 

〒981-3117 

仙台市泉区市名坂字東裏 53-1（泉区中央市民センター内） 

開館日：月曜・日曜・祝日・年末年始を除く 

開館時間：8:30～17:00 

電 話：379-4780（変更なし） FAX：372-2520 
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※このセンターだよりは、リサイクルできます。 
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※いただいた個人情報は講座に関すること以外には使用しません 

 
門松作り体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民センターのホームページも随時更新しております。 
講座の募集情報や講座レポートも掲載しておりますので、どうぞご覧ください！ 

← 仙台市市民センターの 
ホームページにアクセス 
できます。 

講座のご案内 

毎年、好評の「門松作り体験」

の募集です。講座では、門松に

込められた願いを学び、高さ

80センチ位の見栄えのよい門

松（一組）をつくります！ 
 

◆日 時 １２ 月２５日（土）９：００～１２：００ 

◆場 所 仙台市立北中山小学校 体育館・中庭 

◆対 象 小学生以上の児童とその保護者 

◆定 員 ２０組【抽選】（一組 4 名まで） 

◆費 用 材料費 １，５００円（一組あたり） 

◆持ち物 ①軍手（作業用手袋を推奨します） 

     ②上履き用の靴 

◆申込み １２月１日（水）9:00～12 月 5 日（日）17:00 

     ※詳しくは、各小学校からのチラシをご覧ください。 

◆お問合せ 南中山市民センター TEL３７９－４７８０ 

 

 

 

※当日は「マスク着用」「検温」「手指の消毒」にご協力をお願いします。 

※発熱や咳の症状があるなど体調のすぐれない方は、参加を自粛してく

ださいますようお願いします。 

まなびねっと「いずみ中山」交流事業 

講座の風景 

 10月 27日（水）にマップ作りに向けて、北

中山地域の秋のウォーキングを行いました。街路

樹の紅葉やススキに秋を感じながらのウォーキ

ングとなりました。 

 11月 17日（水）にいずみ中山ふれあいプ

ロジェクトの会議が開催されました。大規模改

修工事による休館のため南中山 6 丁目集会所

を会場に、10月に行った北中山ウォーキング

の振り返りや、マップに掲載する内容など話し

合いました。 

 ウォーキングの振り返りでは、マップ作りを

するためにはまず地域を知ることが大切であ

るということを改めて思った、との感想が多数

でした。 

 今後もマップの作製に向けて、会議やウォー

キングを開催する予定です。 

 


